
四日市市行政経営戦略プラン（政策プラン） １．市民が快適に暮らせるまちになる

○大気汚染常時監視測定
局の増設　ＮＯＸ、ＰＭ
対策

平成14年度値 ７／３９項目
○家庭用燃料電池設置補
助

平成15年度
見込み値

６／３９項目

平成18年度
目標値

５／３９項目

低公害車等普及事業

環境教育推進事業

公害資料庫整備事業

家庭用燃料電池の開発状況を鑑みながら、平成１
８年度を目途に、一般家庭の設置者に対し、補助
を行います。

低公害車の普及を促進するため、導入支援を行い
ます。

今日の環境問題の解決のためには、環境教育・学
習は不可欠であり、環境リーダー養成講座、自然
観察会、子ども地球環境塾等各種事業を実施しま
す。

平成１３年度～２２年度を計画期間とする第二次
環境計画の推進を図るため、環境を考える市民会
議の開催、太陽光発電設置補助、「四日市公害を
語るビデオ」制作を行います。四日市の生活環境が

よくなる

環境計画推進事業

　人の健康の保護、生活環境の
保全に係る環境基準未達成項目
をなくすこと及び地球環境問題
などの今日の環境問題に対応す
ることにより、安らぎと潤いに
満ちた、快適な環境のまちづく
りをめざします。

環境基準未達成項目

環境保全課
○大気汚染常時監視測定
局の配置見直し

公害資料室を環境学習センター併設の旧分析室の
一部に整備し、市史発刊に伴い収集した四日市公
害の資料を市民に公開します。

ＮＯＸ、ＰＭ対策として、自動車排ガスによる大
気汚染状況の把握が必要となるため、不足する測
定局を整備します。

4


